
　
東
日
本
大
震
災
か
ら
３
年
が
経
過
し
た
。
日
常
生
活
を
取
り
戻
し
た
人
の
中
に

は
、
あ
の
惨
事
の
記
憶
が
薄
ら
い
で
い
る
人
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
被
災

地
で
は
津
波
で
建
物
が
流
さ
れ
空
き
地
と
な
っ
た
土
地
が
残
り
、
当
時
の
惨
状
を
今

な
お
物
語
っ
て
い
る
。
復
旧
か
ら
復
興
へ
と
軸
足
が
移
り
、
再
生
へ
の
階
段
を
着
実

に
進
ん
で
い
る
が
、
復
興
は
こ
れ
か
ら
が
本
番
。
官
民
一
体
の
取
り
組
み
が
一
段
と

求
め
ら
れ
る
。
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
に
よ
る
復
興
力
の
具
現
化
が
待
た
れ
て
い
る
。

安
定
供
給
体
制
を
強
化
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
支
え
る

復興需要などを背景にフル生産に追われるセ
メント工場（太平洋セメント大船渡工場）

被災地で進む復旧工事

災
害
が
れ
き
を
原
燃
料
に
石
炭
火
力
安
定
稼
働
に
も
貢
献

平方 の規模の植物工場で低カリウムレタス
を生産（富士通セミコンダクター会津若松工場）

　
災
害
廃
棄
物
の
処
理
は
着
々
と
進
ん
で
い
る
。

岩
手
県
と
宮
城
県
で
は
目
標
と
し
て
い
る

年
度

中
に
処
理
を
完
了
で
き
そ
う
だ
。
仮
設
住
宅
な
ど

へ
の
入
居
戸
数
は
減
少
し
て
お
り
、
恒
久
住
宅
へ

の
移
転
が
始
ま
り
つ
つ
あ
る
。
東
日
本
大
震
災
で

特
に
大
き
な
被
害
を
受
け
た
岩
手
、
宮
城
、
福
島

の
３
県
の
鉱
工
業
の
生
産
も
緩
や
か
に
回
復
し
て

き
た
よ
う
だ
。
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
向
け

た
取
り
組
み
は
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
加
速
し
て
い
く

だ
ろ
う
。
東
北
が
目
指
す
復
興
モ
デ
ル
も
よ
う
や

く
形
に
な
っ
て
み
え
始
め
て
き
て
い
る
。
そ
こ
で

カ
ギ
と
な
る
の
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
だ
。

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
ー
構
築
植
物
工
場
な
ど
展
開

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
画
像
・
記
録
を
継
承

震災の記憶を風化させない‐
セメント業界ＩＣＴの利用復旧・復興

　
被
災
地
域
の
復
旧
・
復
興

が
進
ん
で
い
く
中
、
自
治

体
、
公
的
機
関
、
民
間
企

業
、
大
学
・
研
究
機
関
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
団
体
、
メ
デ
ィ
ア
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
よ
る
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
使
っ
た
ア
ー

カ
イ
ブ

保
存

の
取
り
組

み
が
行
わ
れ
て
い
る
。
被
災

時
に
記
録
さ
れ
た
映
像
や
画

像
、
被
災
後
に
撮
影
さ
れ
た

証
言
に
よ
る
映
像
な
ど
、
ア

ー
カ
イ
ブ
さ
れ
た
コ
ン
テ
ン

ツ
は
今
後
の
防
災
施
策
や
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
構
築
、
防

災
教
育
、
復
興
支
援
や
復
興

教
育
を
行
っ
て
い
く
上
で
重

要
と
な
る
。

　
被
災
時
を
記
録
し
た
映
像

や
画
像
、
被
災
後
に
撮
影
さ

れ
た
証
言
に
よ
る
映
像
な
ど

は
総
務
省
な
ど
が
取
り
組
む

「
東
日
本
大
震
災
ア
ー
カ
イ

ブ
Ｆ
ｕ
ｋ
ｕ
ｓ
ｈ
ｉ
ｍ
ａ
」

や
国
会
図
書
館
の
「
ひ
な
ぎ

く
Ｎ
Ｄ
Ｌ
東
日
本
大
震
災
ア

ー
カ
イ
ブ
」
の
ほ
か
、
東
北

大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所

の
「
み
ち
の
く
震
録
伝
」
、

土
木
学
会
の
「
土
木
学
会
東

日
本
大
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
サ

イ
ト
」
な
ど
が
構
築
さ
れ
て

き
て
い
る
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
一

環
で
被
災
地
で
あ
る
福
島
県

沿
岸
地
域
の
方
言
や
文
化
を

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
し
、

「
こ
と
ば
図
書
館
」
と
し
て

一
般
公
開
し
て
い
る
現
代
美

術
家
の
開
発
好
明
氏
は
「
復

旧
・
復
興
が
進
む
が
、
元
の

居
住
地
に
戻
る
こ
と
が
で
き

ず
、
引
っ
越
し
て
し
ま
う
人

も
い
る
。
早
く
記
録
を
し
て

い
な
け
れ
ば
、
こ
の
ま
ま
居

住
地
域
の
分
散
化
が
進
ん
で

い
く
こ
と
で
被
災
地
に
根
付

い
て
い
た
文
化
や
言
葉
な
ど

の
無
形
資
産
の
継
承
に
つ
い

て
も
失
わ
れ
て
い
っ
て
し
ま

う
」
と
現
状
を
危
惧
す
る
。

　
ア
ー
カ
イ
ブ
さ
れ
る
記
録

は
着
実
に
増
え
て
き
て
い
る

が
、
記
録
す
る
内
容
、
そ
し

て
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
も
重
要

に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
復

旧
か
ら
復
興
へ
の
段
階
へ
進

む
中
、
被
災
時
の
記
録
だ
け

で
な
く
、
被
災
以
前
か
ら
そ

の
地
に
根
付
い
て
い
た
無
形

の
文
化
も
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ

ン
ツ
と
し
て
ア
ー
カ
イ
ブ
し

て
い
け
ば
、
継
承
で
き
る
可

能
性
が
あ
る
。

　
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
ー
の
構

築
、
震
災
や
震
災
前
の
文
化

な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ

ブ
化
な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
復
旧
・

復
興
、
防
災
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
の
構
築
な
ど
で
果
た
し
て

い
く
役
割
は
大
き
い
。
東
北

の
未
来
づ
く
り
を
も
担
っ
て

い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
情
報
通
信
技
術

Ｉ
Ｃ

Ｔ

を
活
用
し
、
環
境
負
荷

を
低
減
し
た
低
消
費
エ
ネ
ル

ギ
ー
型
の
都
市
、
ス
マ
ー
ト

シ
テ
ィ
ー

次
世
代
環
境
都

市

の
構
築
を
目
指
し
て
い

る
の
が
福
島
県
会
津
若
松

市
。
同
市
は
富
士
通
グ
ル
ー

プ
、
東
北
電
力
と
連
携
し
、

「
会
津
若
松
地
域
ス
マ
ー
ト

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
導
入
促
進
事

業
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
復
興
事
業
推
進
の
中
心
地

と
な
っ
て
い
る
の
が
市
内
の

門
田
町
工
業
団
地
に
あ
る
富

士
通
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
会

津
若
松
工
場
周
辺
。
同
社
工

場
敷
地
内
で
は
電
力
変
換
や

制
御
に
利
用
さ
れ
る
パ
ワ
ー

半
導
体
デ
バ
イ
ス
が
生
産
さ

れ
る
ほ
か
、
新
た
な
取
り
組

み
と
し
て
、
生
産
か
ら
出
荷

ま
で
を
行
う
植
物
工
場
事
業

が
行
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
地
域
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
可
視
化
し
、

制
御
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

Ｅ
Ｃ

Ｃ

が
構
築
さ
れ
る
。
こ
の

Ｅ
Ｃ
Ｃ
に
は
富
士
電
機
グ
ル

ー
プ
が
建
設
準
備
を
進
め
て

い
る
雪
国
型
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

発
電
が
接
続
さ
れ
る
。

　
さ
ら
に
は
富
士
通
グ
ル
ー

プ
が
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
介
護

予
防
な
ど
を
提
供
す
る
介
護

施
設
の
建
設
を
進
め
て
い

る
。
会
津
若
松
工
場
周
辺
に

こ
う
し
た
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

ー
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
、

地
域
の
教
育
活
動
に
も
利
用

し
て
い
く
と
い
う
。

　
植
物
工
場
で
は
高
付
加
価

値
野
菜
の
生
産
が
行
わ
れ

る
。
地
域
復
興
を
目
指
し
た

取
り
組
み
で
あ
る
。

年
か

ら
、
同
事
業
を
ス
タ
ー
ト
し

た
。
こ
れ
ま
で
半
導
体
デ
バ

イ
ス
を
生
産
し
て
い
た
富
士

通
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
会
津

若
松
工
場
２
番
館
の
ク
リ
ー

ン
ル
ー
ム
、
約
２
０
０
０
平

方

を
植
物
工
場
用
に
転

換
。
低
カ
リ
ウ
ム
の
レ
タ
ス

栽
培
を
開
始
し
て
い
る
。

　
富
士
通
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ

ー
は
こ
の
事
業
で
ク
リ
ー
ン

ル
ー
ム
の
管
理
技
術
と
プ
ラ

ン
ト
設
計
技
術
を
提
供
す

る
。
会
津
若
松
工
場
の
佐
藤

彰
彦
総
務
部
長
は
「
腎
臓
疾

患
を
持
つ
患
者
さ
ん
は
カ
リ

ウ
ム
摂
取
制
限
が
あ
る
た

め
、
生
野
菜
を
食
べ
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
低
カ
リ
ウ
ム

野
菜
を
安
定
的
に
供
給
す
る

こ
と
で
社
会
貢
献
で
き
る
だ

け
で
な
く
、
震
災
で
停
滞
し

て
い
る
東
北
地
域
の
産
業
振

興
策
に
な
る
」
と
語
る
。

　
東
日
本
大
震
災
で
は
最
大

震
度
７
の
巨
大
地
震
と
大
規

模
な
津
波
が
壊
滅
的
な
被
害

を
も
た
ら
し
た
。
住
居
や
工

場
な
ど
を
飲
み
込
み
、
生
活

基
盤
を
喪
失
さ
せ
た
ば
か
り

か
、
多
く
の
死
者
を
出
す
惨

事
と
な
っ
た
。
日
本
企
業
は

復
興
と
い
う
言
葉
の
も
と

に
、
被
災
地
支
援
に
力
を
注

い
だ
。
こ
の
復
興
で
使
命
感

に
燃
え
て
い
る
の
が
セ
メ
ン

ト
業
界
だ
。

　
セ
メ
ン
ト
の
供
給
を
通
じ

て
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
よ
る

イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
を
推
進
。

現
在
、
各
社
の
国
内
工
場
は

フ
ル
生
産
を
続
け
て
い
る
ほ

か
、
新
造
船
な
ど
物
流
体
制

を
整
え
、
被
災
地
へ
の
安
定

供
給
体
制
の
強
化
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
役
割
を
自
認
す

る
セ
メ
ン
ト
業
界
の
中
で

も
、
震
災
と
の
関
わ
り
が
深

い
の
が
太
平
洋
セ
メ
ン
ト
大

船
渡
工
場

岩
手
県
大
船
渡

市

だ
。
自
ら
も
被
災
し
、

操
業
停
止
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
。
復
活
を
遂
げ
た
被
災
地

の
工
場
は
震
災
が
れ
き
を
セ

メ
ン
ト
の
原
燃
料
に
利
用

し
、
廃
棄
物
処
理
と
セ
メ
ン

ト
の
供
給
と
い
う
二
つ
の
役

割
を
担
っ
て
い
る
。

　
工
場
再
開
へ
の
道
の
り
は

困
難
の
連
続
だ
っ
た
。
設
備

は
海
水
を
浴
び
た
。
元
に
戻

そ
う
に
も
説
明
書
は
津
波
で

流
れ
た
。
人
を
投
入
し
た
く

て
も
、
住
居
な
ど
生
活
の
場

を
失
っ
て
い
る
。
人
も
物
も

な
い
状
況
下
で
、
復
旧
に
向

け
て
社
員
が
一
丸
と
な
っ
て

全
力
を
傾
け
た
。

　
震
災
発
生
か
ら
わ
ず
か
２

カ
月
後
の
５
月
に
、
５
号
焼

成
炉
で
災
害
廃
棄
物
の
試
験

焼
却
を
実
施
。
本
格
焼
却
を

は
さ
ん
で

月
に
は
５
号
焼

成
炉
で
、
災
害
廃
棄
物
を
利

用
し
た
セ
メ
ン
ト
の
生
産
を

再
開
し
た
。

年
６
月
に
は

１
号
焼
成
炉
で
の
セ
メ
ン
ト

生
産
を
始
め
た
。

　
災
害
廃
棄
物
を
利
用
す
る

に
は
海
水
を
か
ぶ
っ
た
廃
棄

物
に
含
ま
れ
る
塩
分
を
一
定

量
ま
で
取
り
除
く
必
要
が
あ

っ
た
。
除
塩
・
脱
塩
装
置
で

塩
素
濃
度
を
落
と
し
た
後

に
、
塩
素
バ
イ
パ
ス
と
呼
ば

れ
る
装
置
で
基
準
濃
度
を
満

た
す
レ
ベ
ル
ま
で
塩
素
濃
度

を
下
げ
る
。
焼
成
工
程
な
ど

を
経
て
セ
メ
ン
ト
に
な
る
。

　
小
池
敦
裕
工
場
長
は
「
災

害
廃
棄
物
の
処
理
と
い
う
使

命
と
安
定
供
給
を
果
た
す
」

と
力
を
込
め
る
。
復
旧
の
た

め
の
が
れ
き
処
理
と
、
復
興

へ
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
必
要

な
資
材
の
供
給
の
両
立
を
命

題
に
、
そ
れ
を
実
践
し
て
い

る
。

　
震
災
発
生
一
年
後
の

年

に
太
平
洋
セ
メ
ン
ト
の
徳
植

桂
治
会
長
は
「
復
旧
や
が
れ

き
の
受
け
入
れ
で
、
セ
メ
ン

ト
の
役
割
が
改
め
て
認
識
さ

れ
た
。
こ
れ
か
ら
も
モ
ノ
づ

く
り
を
支
え
る
産
業
で
あ
り

続
け
る
」
と
力
を
込
め
た
。

　
セ
メ
ン
ト
業
界
で
は
災
害

が
れ
き
を
積
極
的
に
受
け
入

れ
、
原
燃
料
に
利
用
し
た
。

ま
た
、
震
災
後
の
電
力
不
安

を
受
け
て
稼
働
の
増
え
た
石

炭
火
力
発
電
か
ら
出
る
石
炭

灰
を
工
場
で
受
け
入
れ
、
石

炭
火
力
の
安
定
稼
働
に
貢

献
。
産
業
廃
棄
物
を
安
定
的

に
処
理
し
、
最
終
処
分
場
の

延
命
に
役
立
っ
て
い
る
。

　
セ
メ
ン
ト
協
会
の
統
計
に

よ
る
と
、
廃
棄
物
・
副
産
物

使
用
量
は

年
度
が
２
８
５

２
万

。
セ
メ
ン
ト
１

当

た
り
の
廃
棄
物
・
副
産
物
使

用
量
は
４
８
１

で
、

年
度
以
降
、
７
年
連
続
で
過

去
最
高
を
更
新
し
た
。
震
災

以
前
、
内
需
減
少
に
伴
い
セ

メ
ン
ト
生
産
量
が
減
少
す
る

中
で
も
、
培
っ
て
き
た
ノ
ウ

ハ
ウ
を
磨
き
続
け
、
使
用
量

比
率
を
拡
大
し
て
き
た
。

　
セ
メ
ン
ト
産
業
は
も
と
も

と
、
廃
棄
物
を
リ
サ
イ
ク
ル

す
る
静
脈
産
業
の
役
割
を
担

っ
て
お
り
、
高
炉
ス
ラ
グ
や

石
炭
灰
な
ど

種
類
以
上
の

廃
棄
物
・
副
産
物
を
受
け
入

れ
て
い
る
。
セ
メ
ン
ト
業
界

が
廃
棄
物
を
ま
っ
た
く
受
け

入
れ
な
く
な
る
と
、
産
業
廃

棄
物
の
最
終
処
分
場
の
残
余

容
量
は
現
状
よ
り
５
年
半
短

く
な
る
と
試
算
さ
れ
て
い

る
。
廃
棄
物
の
処
理
に
お
い

て
、
セ
メ
ン
ト
業
界
が
果
た

す
役
割
は
大
き
い
の
だ
。

　
今
回
の
震
災
と
い
う
不
測

の
事
態
に
直
面
し
て
も
、
循

環
型
社
会
の
担
い
手
と
し
て

の
実
力
を
発
揮
。
海
水
の
か

ぶ
っ
た
廃
棄
物
を
円
滑
に
処

理
し
、
が
れ
き
除
去
に
も
寄

与
し
た
。

　

年
２
月
に
セ
メ
ン
ト
協

会
の
新
会
長
に
就
任
し
た
住

友
大
阪
セ
メ
ン
ト
の
関
根
福

一
社
長
は
「
高
品
質
の
セ
メ

ン
ト
を
安
定
供
給
す
る
。
東

北
の
復
興
と

年
に
開
催

す
る

東
京
五
輪
の
成
功
に

向
け
て
、
そ
の
責
務
を
果
た

し
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込

み
を
語
っ
た
。

　
復
興
の
ス
ピ
ー
ド
を
遅
ら

せ
て
は
い
け
な
い
。
そ
の
た

め
に
安
定
供
給
の
責
任
を
果

た
す
。
震
災
を
機
に
、
セ
メ

ン
ト
に
従
事
す
る
人
た
ち
は

「
セ
メ
ン
ト
は
生
命
と
暮
ら

し
を
守
る
資
材
」
の
誇
り
を

胸
に
宿
し
た
。
フ
ル
生
産
に

追
わ
れ
る
中
で
、
復
興
に
真

正
面
か
ら
向
き
合
い
、
物
資

の
生
産
・
供
給
に
尽
力
。
円

高
是
正
で
輸
出
の
採
算
性
が

大
き
く
改
善
し
た
今
で
も
、

輸
出
向
け
を
国
内
に
振
り
向

け
る
「
国
内
最
優
先
」
の
姿

勢
を
貫
い
て
い
る
。

　
セ
メ
ン
ト
の
国
内
需
要
は

復
興
需
要
な
ど
を
背
景
に
堅

調
に
推
移
。

年
度
見
込
み

は
前
年
度
比
７
・
７
％
増
の

４
８
０
０
万

で
、
３
年
連

続
の
前
年
度
比
プ
ラ
ス
。

年
度
も
同
数
量
の
見
通
し

だ
。
関
根
会
長
は
「
セ
メ
ン

ト
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
社
会

的
位
置
づ
け
、
潮
目
が
完
全

に
変
わ
っ
た
。
国
土
強
靱

き
ょ
う
じ
ん

化
、
防
災
・
減
災
、
イ
ン
フ

ラ
整
備
が
着
実
に
実
行
さ
れ

て
い
る
。

セ
メ
ン
ト
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
は

社
会
的
に

不
可
欠
な
存
在
で
あ
る
」
と

強
調
す
る
。

　
今
は
需
要
が
堅
調
だ
が
、

過
去
に
は
深
刻
な
需
要
低
迷

に
苦
し
ん
だ
。
震
災
前
の

年
度
の
内
需
は
４
１
６
１
万

４
０
０
０

で
、
ピ
ー
ク
だ

っ
た

年
度
の
８
６
２
８
万

８
０
０
０

に
比
べ
、
半
分

以
下
の
水
準
に
ま
で
落
ち
込

ん
だ
。
需
要
減
少
に
歯
止
め

が
か
か
ら
ず
工
場
の
稼
働
が

下
が
り
、
産
業
廃
棄
物
の
リ

サ
イ
ク
ル
機
能
の
低
下
も
懸

念
さ
れ
て
い
た
。
震
災
を
前

後
し
、
状
況
は
一
変
。
内
需

が
拡
大
し
た
だ
け
で
な
く
、

災
害
対
策
に
役
立
つ
セ
メ
ン

ト
の
認
識
が
広
が
っ
た
。

　
復
興
は
ま
だ
道
半
ば
。
セ

メ
ン
ト
業
界
は
自
ら
の
役
割

を
引
き
続
き
、
果
た
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
復

興
を
形
に
す
る
物
資
の
供
給

に
加
え
、
震
災
に
伴
い
増
加

し
た
産
業
廃
棄
物
の
円
滑
な

処
理
の
両
機
能
を
フ
ル
に
発

揮
し
て
い
く
。
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